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負
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K
し
、
業
所
術
者
の
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を
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地
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度
の
利
金
を
存

b
な
が
ら
、

. 
， 、.

J

ト
リ
J

と
や
七
、
お
パ
ル

whリ

一
斗
ノ
}
町

4
J
J
h
p
-
Rぷ

/ν

り
財
源
た
る
に
止
ま
る
と
蛾
も
、
地
租
の
補
助
枕
止
し
℃
、
中
央
政
府
の
財
源
t
乙
す
る
は
ぽ
秘
が

一
代
居
る
闘
に
於
て
、
欣
℃
背
理
の
事
b
L

以

て

目

す

可
b
d

に

非

wり
る
な
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o

一
部
を
補
ふ
を
符
ぺ
し
。
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過
去
数
千
年
来
の
歴
史
を
述
削
慨
す
る
に
、
波
議
議
段
し
て
恥
制
緩

b
な
さ
も
、
会
人
知
の
欧
化
℃

ム
h

潮

流

の

み

は

明

か

に

本

流

を

識

し

℃

わ

る

。

目

下

十

五

倍

以

上

の

λ
紛
の
う
ち
、
十
一
俗
は

欧
洲
民
総
の
支
配
を
受
け
℃
居
る
い
の
で
、
欧
洲
の
膨
脈
、
印
ち
欧
洲
的
思
州
也
、
成
怖
-
政
憾
の
普
及
述

ユ

キ

ア

近

海

の

お

嘆

に

濫

絡

し

て

先

づ

地

中

海

作

mm
…
は
西
紀
前
二
千
年
頃
小
田
、
シ
リ
ノ
ア
、
ア
瓜

議
闘
に
及
ぼ
し
、
西
紀
第
十
五
世
総
の
末
に
は
欧
洲
会
部
レ
ι
包
一
指
し
、
備
寒
着
々
と
し
℃
会
の
歩
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を
治
め
、
米
濠
大
陸
の
み
一
部
、
例
弗
利
加
、
車
細
亜
の
大
坐
，

K
席
怨
す
る
に
軍
一
っ
た
。

故

に

隠

史

は

欧
一
化
運
動
の
版
未
で
、
乙
の
混
勘
は
結
局
全
地
球
に
亙
る
乙
1
乙
で
わ
ら
う
。

欧

純

巴

は

全

地

球

陵

地

の

十

三

分

の

一
に
過
ぎ
ね
か
ら
、
冷
静
な
路
市
民
一
家
は
、
隆
史
『
乙
一
五
ふ
も
の
は
主
IF--
」
し
℃
少
数

意

に

就

て

論

議
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す
る
も
の
で
わ
っ
℃
分
琶
を
問
は
ず
、
品
位
に
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時
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も
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で
あ
る
l
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が
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ば
な
ら
ね
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而
し
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運
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わ
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と
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そ
の
初
め
は
資
比
何
れ
も
治
織
も
菅
な
ら
ぬ

J

も
の
で
、
印
ち
(
山
知
仰

を
基
之
せ
る
希
臓
の
文
明
、
(
第
一
一
)
級
将
の
政
秘
、
(
第
三
)
へ

一
)
ア
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ア
そ
の
仰
の
文
物
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ノ
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/

イ
数
よ
ι
り
出
で
た
る
基
管
数
の
一
一

つ
で
わ
る
。

西
洋
民
族
通
史
の
本
・
流
堂
神
州
せ

d

。
欧
化
之
は
、
郎
ち
希
脱
化
、
緑
川
内
化
、
悲
替
数
化
の

一
一
潮
流
の
淡
命
日
し
た
結
果
で
ゐ
る
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を
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で
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に
そ
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同
内
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殆
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あ
ら
ゆ
る
制
皮
文
物
を
欧
化
し
た
が
捻
め
、
初
め
て

か
く
な
し
得
た
の
で
ん
あ
る
。

上
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の
希
臓
が
欧
締
む
に
一
於
け
る
I
ζ

同
と
く
、
欧
総
む
は
‘
問
除
の

大
陸
に
潤
し

℃
悦
λ
y

賂
史
的
大
陸
で
ゐ
る
の
で
わ
る
。
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洋
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締
巴
な
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と
呼
び
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一
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洲
山
氏
1
乙
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℃
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泉
げ
や
う
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し
た
が
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懇
の
経
卒
者
、
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太
利
の
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み
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〈
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支

那

は
氏
俗
皐
者
、
人
税
率
者
、
人
類
、
卒
者
に
は
忠
広
の

材
料
を
供
給
す
る
が
、
英
の
限
史
的
民
族
は
俗

話、
h
o

伽
噺
、
脅
…
消
等
の

興
味
ゐ
る
も

の
に
乏
し
く
、

そ
の
強
宮
な
る
は
機
て
歴
史
上
の
事
資
の
少
い

乙
之
友
一
不
す
も

の
で
あ
る
。

畑
町
歴
史
上
の

一
般
的
事
賢

k
生
ず
る
英
の
原
因
を
偲
件
、
ぬ
る
之
、
大
概
下
の
一
如
〈
抗
日
品
類
す
る
と

思
ふ
に
隆
史
の
初
期
に
・
於
℃
最
も
右
カ
記
、
そ
の
他
の
時
期
に
於
℃
も
緩
め
℃
勢

力
わ
る
も
の
は
、
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げ
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影
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で
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う
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理
的
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閥

と
は
、
約
言
す
れ
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研
究
の
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象
た
る
凶
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p
L

間
近
の
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問
・
1
」
の
地
理
的
成
協
を
お
す
の
で
、
一
同

一
が
一
純
一
家
る
。

の
一
地
形
は
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明
で
も
、
必
ず
お
で
も
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で
も
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の
み
で
す
ペ

c-ρ
ふ
た
せ
、
り
る

w

・・1ト
‘
，
s
E
‘

サ

:・

の
で
は
な
い
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凶
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形
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大
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右
ヨ
る
〉

k

の
で
わ
る
。
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仙
川
(
は
大
陸
ほ

E
の
影
響
戸
他

の
ぬ
仙
川
〈
に
及
ぼ
す
と
と
が
出
来
ね

わ
ら
地
球
上
二
番
目
の
大
島
明
た
る
ポ
ノ1ノ

耳、

才
件
に
地
中

市
上
の
や
ノ

Y

ヂ
?

ア
の
如
く
傍
近
諸
凶
も
亦
島
帆
(
で
わ
る
と
波
注
一
炉
問
難
で
わ
る
。

っ
た
の
も
一
同
一
ヒ
理
由
に
悲
〈
で
わ

ク

し〆

ー
タ
山
い
叫
が
久
し
く
そ
の
稲
穂
を
維
持
す
る

乙
と
の
出
来
な
か
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h
7・

0

也

E
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と
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1
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f
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j
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u
-
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4
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℃
腕
究
す
可
き
で
は

な

い
、
政
治
地
理
的
姿
栄
之

し

J
1
R内
外
一
陶
磁
か
ら
研
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

主
口
、
、
O
P
L
袋、

"U

Z
1
7
4
n
品
。
!
沃
な
土
協
は
高
皮
の
文
明
の
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要
件
で
、
交
池
の
利
便
.
鉱
物
の
産
出
、
井
に
山
脈
江
河
の
方
向
は
憾
・
犯
な
作
る

の
で
あ
る
。

A

i

l

叫

す

E

・
av

盲

目

』

酌

HHυ

一
は
氏
政

の
組
織
に
交
じ
、
海
洋
は
政
治
上
商
業
上
の
関
係
乞
m

官
界
的
に
し
、
防

℃
海
洋
、
一
乞
管
制
す

る
の
闘
は
所
謂
海
閥
之
し
て
列
強
争
闘
の
問
に
伍
し
℃
殺
活
の
様
を
挺
λ

ソ
狩
る
。

一
以
勇
敢
な
る
佼
時
的
遊
牧
民
政

k
養
成
す
る
が
、
か
か
る
遊
牧
民
族
な
が

b
し
が
鋭
、
ヨ 州

側
野
は

数

ロ

主、

ノ守

I ~~ 

同
村
出
口
慰
問
。
M
H

同
州
，
の
山
民
感
研
・
先
法

一一四七

九
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色

。

炉

、

持

の

民

感

一

研

一

発

給

一

一

四

八

ス
・
以
前
の
北
米
大
陸
し
伏
見
る
可
き
の
歴
史
な
く
、
而
し
℃
中
距
の
勝
野
は
数
ば
帝
闘
を
建
設
し
も

人
殺
を
指
導
し
、
白
ら
際
・
史
を
作
る
の
偉
人
を
輩
出
せ
し
め
允
(
フ
ヅ

ツ

A

Y

政

治

地

盟

二

一

八

民
)
。
天
然
的
倒
境
も
亦
、
歴
史
上
重
要
な
も
の
で
、
峻
嶺
、
大
江
、
海
洋
、
砂
漠
、
話
路
等
の
結
成
障
に
よ

b

て
攻
撃
を
受
く
る
の
危
険
を
弛
れ
得
る
の
倒
氏
は
、
搬
し
℃
婆
勝
不
振
の
械
に
陥
る
。

之

に

反

し
て
雨
面
、
一
三
開
放
れ
し
く
は
、
四
国
か
ら
何
時
外
遊
を
受
く
る
か
も
如
、
b
ね
闘
で
は
、
脳
氏
の
後
述

は
制
…
阿
付
し
て
訓
腕
る
可

g
も
の
が
あ
る
ハ

古
代
の
へ
プ
フ
イ
氏
族
、
プ
広
一
一
キ
ア
氏
談
、
希
脇
氏
放

ヵ

Y

タ
ゴ
氏
族
、
緑
川
州
民
族
、
中
古
の
伊
太
利
都
市
的
議
関
家
、
近
代
の
俗
、
英
、
獅
等
何
れ
も
慌
に
境

線
町
内
は
札
機
絶
え
ぴ
る
諸
民
族
の
共
住
せ
る

上

の

守

備

に

波

々

止

し

℃

法

っ

た

の

で

あ

る

n

宇
品
一
の
中
央
に
位
し
て
た
の
で
、
先
づ
伊
太
利
を
征
服
し
、
次
で
他
の
地
中
海
岸
諸
闘
に
及
ほ
し

制
御
滋
も
亦
従
来
の
束
、
断
、
市
の
一
一
一
方
面
ピ

以
J

し
そ
の
防
備
な
お
都
市
の
鴻
に
犠
罫
を
定
め
た
。

加

ふ

る

に

新

に

佼

撃

的

部

事

政

策

を

執

b
℃

英

闘
2

乙

衝

突

の

危

険

を

M
g
b、
北
方
面
に
防
備
の

必
一
要
を
招
ぐ
乙
と
に
な
っ
た
か
ら
、
袋
、
3
そ

の

位

地

を

高

ひ

る

乙

之

〉

な

っ

た

。

之

に

反

し

て

各
方
師
、
か
ら
外
癒
を
受
く
る
の
危
険
な
吉
岡
家
は
、
第
二
等
閑
・
と
な
る
の
常
で
、
ク
ン
ガ

l
y
y

災
関
鋭
的
、
若
く
は
ム
!
日
ア
氏
族
腕
諮
後
の
一
回
班
牙
等
が
乙
の
諮
例
で
あ
い
る
c

昔
話
騒
組
組
盟
諸
民
荷
量
曹
星
組
回
目

au砲
留
酒
銅
盟
諸
混
語
副
題

タ

ン
:-l-

カ

ノレ

ユノ

-vhU鈎
ね
刻
併
時
計
-n

は
前
方
か
ら
妥
蹴
は
東
方
か
ら
、
波
筒
闘
は
東
方
之
、
時

-K
北
方
，

ι
ーか、
b
千

五

百

九

十

八

年

以

綾

の

宙
班
牙
は
閥
外
の
領
土
に
帆
刻
し
て
の
み
防
備
を
要
す
る
に
渇
宮
な
ん
、
売
。
然
る
に
チ
ユ
!
グ

}
籾
井
に
ク
イ
リ
ノ
ヤ
ム
一
一
一
世
時
代
の
英
闘
は
如
何
に

1
見
る
に
、
北
方
に
は
蘇
絡
前
人
ゐ

b
、南

方
に
は
問
一
班
芳
人
若
く
は
働
協
人
あ

b
、
西
方
に
は
愛
隣
人
ゐ
夕
、
常
に
一
際
を
約
つ
℃
允
の
で
あ

る
。
メ
ロ
ー
グ
イ
シ
ガ
主
統
の
晩
年
以
来
、
仇
…
ω
聞
は
欧
洲
大
凶
中
で
最
も
防
・
備
に
腐
心
し
た
‘
闘

で
、
得
隠
南
方
一
臨
ま
よ
り
常
に
強
一
献
が
之
に
肱
滋
を
加
へ
た
の
で
、
偽
闘
の
人
心
を
し
℃
活
様
敏
椛

な
ら
し
め
、
政
府
を
し
て
中
央
集
…
般
に
傾
注
、
哨
践
の
急
に
憾
と
易
か
ら
し
め
允
、
之
、
を
以
パ
一
一
け
り

ア
民
政
、
ケ

w
y

ト

粒

了

民

放

の

特

色

に

m
仰
せ
し
め
F
化

f
r
い
す
る
は
徒
労
で
み
る
0
.

最

後

に

後

方

地

mw
の
政
治
地
理
的
朕
態
が
重
要
事
一
件
に
大
影
響
を
及
ぼ
す
乙
冒
と
は
守
は
れ
料
。

外
冠
の
防
備
に
忙
殺
山
、

0.

る
る
民
族
は
、
多

a

数

の

外

人

が

波

楽

し

℃

混

往

す

る

が

潟

に

却

て

利

議

〆ι
受

く

る

の

で

わ

る

。

外

人

は

問

械

的

に

来

る

者

も

単

身

で

来

る

も

の

も

、

降

史

上

有

力

な

る

a
a
-
r
h

・
、
，
ー

'o

要

素
I
C

な
っ
た
乙
之
か
州
知
々
止
と

撲

の

外

人

た

る

の

分

限

よ

b
白

か

ら

精

力

機

智

に

於

て

第

二

流

闘

は

多

数

外

15 

士
清
の
人
士
を
凌
宮
、
剰
へ
之
が
一
知
所
を
免
ぬ
か
る
〉
乙
と
が
出
来
る
。

人
の
来
住
に
よ
り
℃
艇
は
ぷ
る
〉
乙
'
と
は
な

-ψ

川
ぺ
又
《
命
、
を
咲
く
る
乙
と
も
な
い
。

外

人

は

際

、、

同
日
戸
出
O
M
O
V
ぃ
兵
の
山

ι感
研

究

法

刊
一
間
九



10 

史
上
宝
大
の
勢
力
そ
示
し
た
乙
と
が
多
い
の
で
、
英
閥
巾
%
に
於
℃
は
上
は
ク
ィ
リ
ノ
ヤ

カ

ラ

!

ナ
4
屯

e
y
・J

プ

弔

ム
、
ず
、
ゴ

:/ 

<， 
白

一一一一一一-~-，-~~一一‘』ゅ→了イ巴計 十見守?守""ョ"'"官宅"'"申竺害虫漕喰守守主守主芳ぎ.."._.，.."，曹望担噌福ぜ=語句~九・日宅=噌胃哩ま=胃~~

何
日
出
回
O
M
o
v
m
州

の

良

明

研

究

法

一五
O

ジ
ト
プ
ふ
4
Y
ト

よ
t

り
下
は
ク
ィ
リ
ヤ

ム
一
一
一
役
、
ヂ
ス

v
!
"
/
に
去
る
ま
で
、
働
側

代
於
-
℃

は

上

は

ョ

!

ク

の

ア

Y

キ

Y
、ス

コ
タ

λ
、
品

Y 

ク

エ
ナ
よ
t
リ

下

は

マ

ザ

-Y

ン
、
ナ
ポ
!
レ

v
y代
去
る
ま
で
、
均
一
凶
史
に
於
℃
は
土
は
瑞
西
川
プ

λ

プ

Y

ヒ
の

U
P
I
-
ド

y

y
、
や
ノ
ポ
ア
の
級

ザ一エオ

イ

グ

シ

よ

b
下
は
伯
僻
ボ
イ
ス
ト
、
伯
俄
ア
シ
ド
ヌ
ッ
U
-
!
に
.
至
る
立
で
、
滋
闘
史
に
炉
、
℃
は

上
は
一
掃
仙
拠
出
身
の

Y
1
η
ノ
ッ
グ
よ
・
9
、
下
は
細
川
滋
出
身
の

3

か
ア

9

4
ナ

大

常

収

安

る

4
4
で

仰

れ

由
一
シ
ガ
ム
数
授
は
英
協
の

も

そ

の

闘

の

銭

め

に

究

蹴

し

た

乙
と
は
想
像
以
上
で
わ
る
。

カ

、ン

mm帆
城
山
1

一
犯
に
及
ぼ
せ
る
外
人
の
影
響
を
論
ド
レ
℃
、
織
物
業
も
、
隊
一
操
業
も
、
鱗
業
上
の
改
議
も
、
餓
械
の

商
業
も
、
農
業
も
、
そ
の
他
事
業
経
絡
向
上
の
新
施
設
は
、
一

要

す

る

代

中

古

の

時

代

を

通

b
℃
、
我
英
凶
は
孤
立
し
て
ほ
泊
っ
た
が
潟
、
欧
洲
諸
凶
に
後
れ
℃
居

川
例
外
人
の
お
際
を
受
け
℃
る
の
で
わ
る
、

っ
た
が
、
系
住
者
の
媒
介
に
よ

h
℃
進
歩
せ
る
文
明
協
と
胸
扱
し
、
之
に
就
一
℃
習
得
し
得
た
の
で

み
る
'
乙
一
式
ふ
て
る
。

(と…
g
H
g
g一m
g
三
ω
件
。
出
口
的

-spH∞
SU

〕

V

・
8ω)
仰

凶

に

於

け

る

外

人

の

影

響

へ
℃
る
が
、
乙
の
移
住
の
大
勢
は

札
u

亦
若
る
し
い
の
で
今
日
で
も
百
瓜
人
以
上
の
来
住
品
切
仰
を
数

中

古

に

湖

て

も

去

も

今

日

比

異

な

ら

ず

中

古

の

初

期

比

於

け

る

ご

一

大
z

伶

娠

は

仰

れ

も

悌

憾

に

悶
醤
胸
制
制
問
問
題
悶
悶
悶
悶
諮
問
調
関
錨
組
閣
鍋
問
調
路
割
問
調
悶
悶
悶
同
調
調
罰
閥
調
(
音
調
講
遭
遇
清
潔
話
調
習

長
松

P
E
P
-

骸
齢
叡
酌

起
っ
た
が
、
而
も
外
人
を
開
測
と
し
た
、
一
ゑ
は
敢
て
偶
然
の
事
寅
で
は
な

h 三芳ヘ
'.._...~語1..:'

露
騒
盟
閥
闘
闇
一
盟
国
宮

ノ
器
師
は
の
え
仔
月
比

9
5
を
ド

l
セ
ッ
ト
ジ

ア

の

ス

M
-

キ

i
y
ν

の，
Y
M
F
!

h
 

チ
!
プ
シ
迎
一
二
(
川
仰
は

Q
a
o
g
v
g
を

-Y
お

ス

ト

7 

ア

1
・
ν
ン

の

ノ

Y
申べ

Y
ト
教
師
は
〕
V
5
5
8
3
&
g
m門
知
ロ
加
を
総
℃
た
の
で
あ
る
。

外

人

が

紙

飛

者

の
精
力
乞
綾
部
じ
℃
以
℃
、
彼
の
凶
防
の
必
要
な
さ
の
岡
家
に
於
一
℃
、
英
不
娠
の
域
に
陥
ら
ん
I
乙

L 

す
る
を
妨
げ
符
た
る
の
趨
例
ー
し
て
は
.
一
式

λ
ま
で
も
な
く
米
闘
.
を
推

3

3
る
を
得
向
。

民
族
も
亦
外
人
の
賢
力
な
示
し
得
可
き
膝
史
上
の
一
例
で
、
入
鎚
一
的
猶
太
氏
族
、
た
る
耶
総
合
従

且

又

地

方

人

士

が

都

命

H
K
移
住
し
℃
、
凶

恰
M
L
A
W

リ
4
A
V
F
d
'

は

十

二

分

に

之

を

質

現

す

る

の

組

織

を

具

へ

℃ 

る

-一一叶・一一…….-....~.~ー-…一一一E 一一一一'‘一一一一一…ーも戸一一....，.，-.-._..--.....~，.._~戸ー…川牛一、一_._， "__ _.1 ，" 
-~....，姐 '. .-ーー ..・ 一、 ι 、、・.

. ・ 胃吋も一 一 ‘ ・ a 

合

蕊

た

る

外

人

的

新

身

分

を

以

て

、

民

放

の

膝

史

に

ほ

椛

な

る

新

進

の

元

気

b
F詑
ぎ

つ

つ

わ

る

働

問

革

命

の

似

袖

は

悉

く

地

方

人

士

で

あ

る

、

英

闘

の

二

大

体

の
事
実
を
忘
れ
℃
は
な
ら
ね
。

A 
ν 
J二

ク

-̂ 

ピ
!
ア
、
口

ュ

!

ト

シ

は

共

に

地

方

人

士

で

わ

る

(
地
方
人
士
都
合
移
住
の
影
響
に
付
℃
は
の
き
吋
何
回

gお
H
J

二
の
例
外
は
あ
る
が
線
町
内
の

文
一
家
主
υ

亦

概

し

て

地

方

人

士

で

あ

る

。

り
円
台
仏
同
氏
一
切

042州

2
5
m
g
g
h
g
υ
h
s
o
σ
g
M
∞∞
φLv・
8
ベ
宮
会
一
着
せ
よ
)
以
上
の
挙
資
は
皆
地
理
上
の
影

響
の
i
T
一
一
な
る
乙
と
を
校
明
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
際
史
は
す
べ
℃
地
理
に
よ

b
℃

説

明

し

符

可

人

は

主
f

乙

し

イ

紛

糾

的

生

物

で

あ

る

.

而

し

℃

地

迎

的

要

素

の

物

質

L
1乙
mu
う
℃
は
な
ら
ね
。

]7 

出
自
口
一
伊
山
o
r
-
d仰
の
良
一
撃
研
究
総

五
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園

-
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の

原

凶

の

主

要

の

位

地

乞

占

め

た

b
し
時
代
に
の
み
限
ら
ね
か
、
b
で
わ
る
。

中
古
初
期
、
印
ち
六
百
年
か
ら
千
五
十
年
迄
の
隆
史
は
、
主
と
し
℃
少
数
者
の
所
有
に
腕
せ
る
大

采

色

の

勢

力

の

沿

革

で

わ

る

が

、

他

の

時

期

に

於

℃

は

総

務

上

の

姿

索

は

歴

史

に

関

係

を

有

す

る
も
の
の
、
そ
の
杭

h

肢

が

低

い

の

で

わ

る
ο

例
へ
ば
希
服
、
総
括
の
昔
に
於
℃
は
財
投
の
経
泌
的

生

産

分

配

は

奴

線

制

皮

の

行

は

れ

允

が

潟

め

重

要

脱

芯

れ

ず

、

防

℃

総

務

上

の

要

素

は

経

史

の

回

欧

に

於

け

る

18 

的
影
響
は
、
数
ば
精
腕
的
以
凶
に
よ
ら
℃
魁
倒
ぷ
る
〉
乙
と
が
わ
る
。

@

@

@

@

@

@

@

 

同
時
一
史
比
大
影
響
を
典

λ
る
第
二
の
派
凶
は
、
農
業
、
工
業
、
商
業
に
よ
れ
る
財
貨
の
生
産
分
配
で
ゐ

出

~. 
tj 
(t) 

.(;1 

.... 

ぬ

の

典

懇

砂f
タE
t長，

一
五
二

る。

枇
曾
一
主
義
お
カ

!

y
・マ

1
ク
ス
、
経
済
事
者
ア
キ

Y
・
ロ
リ
ノ
ア
歴
史
家
カ

l
u
r
-
一
フ
ム
プ
レ
ヒ

ト
の
如

2
は
、
一
枇
命
日
上
の
階
級
の
共
同
は
財
貨
分
配
の
成
果
で
、
モ
の
相
互
の

mm
執

が

印

ち

限

史

を

総

成

す

る

の

で

ゐ

る
I
乙
唱
え
て
る
。

何

れ

の

世

で

も

財

貨

が

総

勢

ど

左

右

す

る

に

は

相

議

a 

な

い

が

、

乙

の

所

制

限

物

派

歴

史

家

の

誤

謬

は

膝

史

に

及

ぼ

せ

る

総

務

上

の

原

凶

の

勢

力

を

そ

大
事
件
に
関
係
す
る
乙
と
が
少
な
か
っ
た
。

西
洋
民
族
・
史
の
後
端
に
際
し
℃
は
、
通
商
貿
易
に

I.T 

政
洲
巾
此
は
地
中
泌

岸
諸
凶
の
稜
訟
に
洲
一
線
し
、
内
山
隊
長
紅
、
良
絡
を
制
す
る
の
凶
は
駿
々

ι
L
τ
際
泌
に
向
ひ
、
乙
の

前

悩

貿

易

の

孔

滋

は

亦

島
滑
に
一
一
吐
け
た
な
ら
、
バ

ノv

カ

ン生・
;H仰
の
民
族
は
雄
飛
し
得
た
で
あ
ら
う
。

栂

の

交

通

の

使

を

侠

け

る

の

闘

は

狩

h
u

加

が

な

か

っ
た
の
で
あ
る
。

内
池
山
氏
の
ん
株
安
で
わ
っ
て
、
ア
}V 

，、
.r..，;;: 

ン
出
版
の
東
部
、
北
部
は
市
北
に
掠
れ
℃
一
y
ド
η
ノ
ア
チ
ッ
ク
海

に

入

る

の

江

河

な

か

b
し
が
潟
め
、
そ
の
西
部
よ

b
も
縫
歩
が
遅
々
之
し
℃
尉
つ
允
。

総
統
上
の
朕
悶
は
叉
枇
命
日
上
の
各
秘
の
際
級
を
生
ず
る
に
山
内
℃
大
に
カ
ゐ
る
も
の
で
蹴
洲
史

上
の
静
的
現
象
中
、
最
も
重
要
な
る
も
の
の
一
と
も
云
p
m
可
吉
、
彼
の
人
民
の
分
れ
℃
公
族
、
中
等

一一......'"-_.一一-一一一ー一。一
三 ~ "~~ニー
・，‘

F 

枇
-
曾
、
農
民
の
三
m
m
b
ι

組
成
せ
る
乙
と
の
旭
国
は
、
主
l
」
し
℃
経
済
上
の
原
m閥
、
邸
ち
財
投
の
分
配

併
し
各
闘
の
階
級
聞
に
白
か
ら
相
践
の
存
す
る
の
は
、
加
ち
純
然

如
何
に
よ
れ
る
の
で
あ
る
。

た

る

経

済

上

の

原

回

以

外

に

他

の

原

凶

の

存

在

す

る

乙
と
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
。

例

へ

ば

中

等
一
枇
命
け
に
一
就
℃
の
み
一
五
ふ
も
、
英
凶
の
ミ
ド

u
y

・
ク
ラ
ソ

λ

之
、
仰
闘
の
プ

1
Y

ジ

ョ

ア

ジ

11ι
、北

粉
滋
の
ピ
ユ

y
ーガ

!
I
P
L
、
均
一
凶
の
f
乙
は
そ
の
精
一
川
上
枇
合
上
の
態
度
が
驚
く
可

3
ほ

r
に
柏
市
防

し
℃
る
の
で
、
英
闘
の
中
等
一
枇
曾
の
心
意
気
配
悌
凶
の
中
等
枇
曾
に
漁
期
す
る
の
は
甚
だ
そ
の

隆

史

家

は

須

ら

く

白

閣

の

中

等

批

舎

の

特

色

を

養

成

せ

し

め

た

総

統

制

上

そ

の

他

10 

官
を
符
の
料
。

4凶
日

'_ 
:.~ 
(t) 

o 
: .t"' 

ぬ
の
由
民

mm
研

先

法

一
五
三



闘

に

於

け

る

中

等

枇

舎

の

M

共

闘

で

よ

乙

の

根

本

問

題

が

一
度
明
か
に
解
決
せ
ら
れ
た
な
ら
、
随

' 

何回

E
M
切
払

ov
兵
の
市
民
感
研
沈
性
一

}
五
四

20 

諸
般
の
涼
凶
に
就
℃
時
間
之
容
問
と
を
顧
慮
し
℃
精
‘
究
す
可
主
で
わ
る
。

削
仰
滋
の

.".....! 
4 

同

同日
m
一
区
の
り
目
。
以
内
E
d
a
g
o
z
o
z
o
仏

g
ぐ
。
H
w
g
m
-
Z
Q門
口
口
色
伊
的
。
。
山
口
O
円

必

2
ぽ

o
r
g
ωooV日
吋
c円

宮
山
日
制

(雪
O
H
∞
H

∞∞品切

。仲0
・
c
己
H

命
(
凶
・
)

は
獅
議
の
中
等
枇
命
日
の
研
究
に
向
℃
新
生
面
を
閃
い
允
傑
作
で
あ
る
。

'町、

1
1
J
Hリ

阿

町

川

V
.
W
A
Y

℃

一

斑

ー

の

難

問

も

亦

之

が

結

果

と

し

℃

説

明

の

便

宜

を

得

る

乙
と
に
な
る
吃
あ
、
b
う。

例
へ

ば
何
故
英
人
が
一
品
目
鍵
の
名
手
を
出
w
d

ぬ

か
之
一
広
よ
宿
題
も
、
一
音
楽
の
技
術
は
中
等
枇
舎
に
於
て

の

み

移

杭

ぷ

れ

得

る

乙
と
に
注
意
し
た
な
ら
、
そ
の
解
決
に
向
て

一
歩
を
進
め
得
た
の
で
み
る
。

一
昔
幾
の
形
式
、
秘
類
の
異
同
は
中
等
枇
合
の
情
絡
の
性
質
、
分
量
の
相
践
に
悲
く
の

で
、
大
陸
の
中

等

枇

曾

は

確

か

に

英

闘

の

よ
E

り
も
多
情
多
戚
な
の
で
、
大
陸
の
一
品
目
撲
が
英
凶
の

ょ，
Q
J

も
H
十
〈
か

ら
成
飢
え
に
後
述
し
た
の
は
傑
ひ
に
足
ら
ね
。

タ

シ

ガ

1
Y
ン
人
t
f
}

西

班

芳

人

と

が

と

も

に

音

黙
を
悩
Hiu
乙
之
深
b
d

に
も
拘
は
ら
ず
、
作
品
聞
の
大
家
を
山
山
w
d

ね
の
は
、
矢
張
口
県
の
中
等
一
枇
命
"
が
十

分

に

後

迭

し

℃

底

ら

ぬ

か

ら

で

あ

る

。

ジ

@

@

@

歴

史

の

第

三

の

大

要

素

は

男

女

の

関

係

で

あ

る

。

希
臓
入
、
経
将
人
の
問
に
行
は
れ
た
一
夫
一

締
制
は
欽
洲
山
犯
の
根
成
を
構
成
せ
る
も
の
で
あ
る
。

締
人
は
間
接
的
大
派
閥
で
、
男
子
の
経
緯

長

じ

た

事

業
4

な

助

成

も

し

破

擦

も

す

る

唯

そ

の

影

響

が

間

接

的

な

の

で

わ

ま

た

の

阪

史

家

に

版

み

ら

れ

な

λ
だ
の
で
あ
る
。

の
山
児
科
が
表
面
制
身
生
活
を
守
つ
℃
職
掌
上
婦
人
の
間
接
的
影
響
を
無
税
し
て
印
刷

八
百
年
か
ら
千
三
百
年
迄
の
中
古
の
史
貨
の
州
判
然
せ
ね
の
は
、
常

時
の
般
一

っ
た
併
侶

の
鋒
に
成
っ
た
が
銭
安
わ
る
。

併

じ

歴

史

上

婦

人

の

勢

力

は

偉

大

な

も

の

で
例
へ

ば

仰

闘

史

の

如

3
は
そ
の
婦
人
代
魚
、
ム
虎
男
子
に
負
ふ
一
路
I
乙
兎
も
径
庭
が
な
い
の
で
ゐ
る
。

且

叉

婦

人

は

家

族

の
中
vhv
、
家
庭
一
の
女
王
で
、
家
族
の
齢
的
勢
力
は
能
く
枇
合
の
動
的
勢
力
に
潤

抗

し

之

を

管

制

し

得

る

の

で

わ

る

。

家

庭

生

活

、

私

的

生

活

は

亦

人

民

の

娯

鶏

に

到

し

て

歪

大

の
関
係
を
有
し
て
る
。

ラ

イ

フ

ツ

ツ

は

曾

℃

人

は

真

面

目

な

仕

事

に

於

て

よ

b
も
、
却
℃
遊

戯
に
於
℃
機
巧
を
示
す
も
の
で
あ
る
之
一
お
ふ
た
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
娘
幾
の
研
究
は
極
め
て

等
関
税
一
芯
れ
て
、
未
だ
熱
心
に
遊
帥
臓
の
心
理
を
椛
究
じ
た
事
者
は
無
い
。

川
炊
幾
に
-
し
℃
明
な
、
り
ば
、
そ
の
民
放
の
他
の
心
理
も
白
か
ら
容
易
に
了
解
ぷ
れ
得
る
の
で
々
の
る
。

。F
じ

一
氏
般
の
遊
戯

婦

人

に

よ

ι
リ
℃

主
ら
枇
合
上
一
枇
交
上

の
快
黙
を
享
く
る
闘
で
は
、
男
子

の
後
述
は
棋
だ
川
地
い
の

で
-4央

闘

が

最

近

三

世

紀

問

に

於

℃

そ

の
人
口

の
割
合
よ
主
り
も
多
数
に
、
二
十
歳
そ

ζ
J
¥
か
、
b

21 

悲
成
の
-
丈
夫
を
議
出
せ
し
め
た
の
は
、
英
闘
の
婦
人
が
偽
伊
雨
閣
の
婦
人
の
如
く
、
男
子
の
慰
み

何
日
トーa

tj 
ci) 

O 
防J

民
の
市
外
閥
単
、
.
研
究
，
法

一
五
五



る

人

々

の

階

級

の

相

違

の

大

な

る

粍

激

穫

と

な

る

も

の

で

例

へ

は

英

闘

で

グ

!

ム

の

は

一

は

枇

曾

上

の

あ

ら

ゆ

る

階

級

が

之

に

よ

b
て
交

b
符
る
か
ら
で
、
…
側
、
検
雨
闘
で
鈍
隣
合

の
盛
ん
な

ノ

氏
の
お
事
。
研
究
法

物
に
な
ら
な
が
っ
た
潟
で
あ
る
。

何
日
出
H
w
w

一。が

一
五
六

22 

内
ノ
ィ
リ
ノ
ヤ
ム
・
ピ
ッ
ト
は
決
し
て
例
外
で
は
な
い
、
第
十
八
佐
和
の

初

代

方
λ

ヲ
て
英
国
は
偽
闘
の
三
分
の

一
に
足
ら
ぬ
人
口
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
ん
だ
が
、
英
凶
の

二

十

歳

以

上

の

人

物

は

般

に

堂

々

た

る

丈

夫

で

あ

っ

℃

偽

闘

に

於

け

る

三

十

五

歳

乃

至

六

十

歳
の
人
物
に
劣
ら
な
ん
だ
。

第

十

入

世

紀

に

於

℃

英

闘

が

古

今

未

合

布

の

成

功

を

牧

め

符

た

の
は
、
一

は

か

く

の

如

2
英
国
が
わ
っ
た
斜
で
わ
る
。

娘

幾

よ

A
Y

受
〈
る
満
足
は
、
之
に
関
係
す

の
盛
ん
な
の
も
理
由
は
同
ヒ
く
、
岡

b
m加
で

も

凶

民

平

等

な

米

側

よ

b
も

快

幾

を

卒

く

る

之

が

カ

1
Y
・
ピ
ユ
ッ
ヒ
ャ
ー
が
諭

b
た
様
に
、
遊
戯
娯
楽
先
づ
い
巡
ら
℃
節
奏
を
制
へ

深
い
の
で
あ
る
。

真
面
目
な
事
業
一
は
之
に
就
℃
大
に
皐
ぷ
彪
が
あ
っ
た
の
で
、
人
間

ι一
お
ふ
も
の
は
之
よ

h
快

繋

を
享
け
一
符
ぬ
お
も
、
な
は
且
妓
幾
を
工
夫
せ

FAt-ず
る
も
の
で
わ
る
。

で
わ
る
か
ら
一
一
闘
の
賂

寸??:;uT今 f'{J;':::f-'~
どれ軍事I".i

史

を

腕

宛

せ

ん

J-
す
る
も
の
は
、
活
限
を
，
以
℃
之
が
娯
幾
を
調
査
し
、
以

τ
同

氏

の

心

理

を

明

に

せ
な
け
れ
ば
な
ら
れ
判
、
蓋
し
娘
幾
の
秘
類
ほ
ど
民
政
問
に
於
て
相
議
す
る
も
の
は
な
い
。

量、司ト

義

を

有

す

る

わ

ら

で

あ

る
o

ジ

ョ

ー

ジ

-
M
Y
V

ァ
、
殊
に
ア
ク
グ
ュ
一
ス
ト
ム
ム
ト
は
人
間
舵

J

合

は

絶

え
ず
生
活
の
単
調
を
弦
ぬ
が
れ
，
A
1
乙
焦
慮
す
る
も
の
で
わ
る
よ
一
て
、
乙
の
駄
に
就
℃
出
窓
し
た
ο

併
し
彼
の
十
字
軍
が
蛍
時
無
趣
味
な
居
城
に
必
舷
じ
℃
牌
肉
の
嘆
民
地
え
、
ず
、
而
も
俗
界
の
政

事

に

興

る

の

意

気

込

b
L

快
い
℃
居
っ
た
士
放
の
存
在
に
、
幾
何
の
間
関
係
を
有
し
℃
る
が
は
、
末
、
だ

充
分
に
一
説
明
治
れ
℃
居
ら
ね
。

@

@

@

@

。

膝

克

な

構

成

す

る

主

要

な

動

力

の

第

四

に

位

す

る

は

、

隠

史

的

人

物

で

あ

る
c

希
臓
人
が
、
ア
ア

ネ

巣

し
ι

℃
ア
ミ
ス

ト
ク
〆
ス
を
諮
り
じ
が
、
賂
允
又
ア
ミ
ス
ト
グ

Y

ス
巣
し
℃
ア
ア
ネ
を
治
ア
り

J 

し
か
、
と
の
名
高
い
問
題
を
提
出
し
て
い
か
ら
、
時
勢
釣
人
物
の
関
係
は
、
放
は
綬
史
家
折
口
事
者
の
腕

懲
を
経
た
が
、
概
し
て
会
問
題
の
最
も
重
要
な
姿
索
を
忽
諸
に
附
し
た
ゃ
う
で
わ
る
、
印
ち
時
間

之

空

間

之

の

要

素

乙

れ

で

あ

る

u
'

人
物
も
亦
歴
史
上
の
他
の
原
悶
と
同
と
く
、
時
間
I
乙
空
間
1
乙

の

特

殊

の

俊

件

に

よ

A
Y

℃

左

お

3
る
〉
の
で
、
人
物
に
付
て
も
又
そ
の
歴
史
が
あ
る
、
仰
ち
時

tc

蕗

と

に

よ

b
℃
天
授
の
英
傑
が
寅
際
闘
民
会
慌
を
統
御
し
、
指
滋
じ
、
岡
氏
の
行
働
は
全
然
そ
の

23 

人

物

の

意

志

を

遂

行

す

る

に

過

ぢ

ω
場
合
も
ゐ
る
の
で
わ
る
。
一
例
へ
ば
プ
ロ
イ
セ
シ
出
%
で
、
返

年
:
ー
で
プ
ロ
イ
セ
ジ
の
い
氏
が
政
治
上
に
於
℃
極
め
℃
怒
れ
℃
居
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
大
越
感

問
密
口
一
影
町
各
氏
の
奥
r胸
中

L
W
先
.
絵

〕
五
七



、免

、 J

e 

同
B
P
M
W
O
M
o
r

兵
の
良
県
・
研
‘
宛
波

一
五
八

2.1 

伎
一
(
一
六
回

o
l
一
六
八
人

7

9

1
ド
リ
ノ
ヒ
・
タ
4
Y

へ
Y

A

一
世
二
七
一
一
一
一

i
一
七
四

o
y
wノ
!

ド

リ

ヒ

大

主

二

七

四

O
l
一
七
八
六
)
井
に
ピ

マ
!
ク
径
の
偉
大
な
勢
力
を
認
め
去
る
・
認
に

加
之
闘
に
よ
り
℃
は
絵
図
の
抑
.
も
よ
λ
y

ぞ
の
存
夜
共
も
の
が
、
飢
に
偉
人
と
符
銭

上
古
に
於
け
る
都
市
的
凶
家
、
降
℃
一
線
路
湾
数
合
弁
に
お
へ

ス

は
い
か
れ
問
。

な
…
関
係
を
有
し
て
る
も
の
が
ゐ
る
。

-、

殺
の
士
一
併
一
以
等
が
そ
の
質
例
で
あ
る
。

偉
人
s
f
f
相
捗
る
之
、
が
無
い
。

之

に

反

し

て
λ

ン
ザ
都
市
の
如
・
3
他
の
凶
家
は
、
去
も

j
j
r
~
を
符
た
が
、
降
℃
は
大
償
減
の
如
き
附
一
筋
的
岡
家
を
附
却
し
得
る
の
み
と
な

b
、
更
に
千
四
百

六

十

年

乃

至

千

六

百

三

十

四

年

記

は

ク

ォ

l
リ
ノ
ヅ
ク
伯
の
如
く
僅
か
に
い

mJ脚
の
成
川
止
が
た
る

従
時
は
民
心
を
枚
躍
し
得
る
の
英
傑
は
、
白
か
ら
凶
家
を
建
設
す

ケ
}
一
得
る
に
止
ま
P
Q
J

、
第
十
七
八
世
紀
に
及
べ
で
は
大
宰
相

ιな
少
、
更
に
除
℃
第
十
九
世
紀
に
及

え
で
は
制
民
一
統
一
の
代
表
者

ι…
畿
、
じ
た
っ
で
あ
る
か
ら
人
物
て
ふ
歴
史
的
名
鮮
は
単
純
な
持

胤
干
し

L

の

一

概

念

を

示

す

乙
EP--}

は
出
来
な
い
、
手
段
之
目
的
と
を
認
に
し
て
活
動
せ
あ
秘
々
の
川

ー;芯.~?，";:":'，_~ ~.-i喝罪間帯軍需間間百四期?同国間

人
的
勢
力
を
指
せ
る
の
で
、
民
放
の
異
同
岡
家
の
性
質
、
政
治
上
の
一
気
一
述
、
政
治
地
理
的
事
情
を
も

問
は
ず
し
℃
一
概
に
人
物
に
付
て
論
ず
る
は
、
修
僻
上
か
ら
は
兎
も
角
・
史
事
に
於
℃
は
不
都
合

西

紀

前

第

五

世

加

の

ア

-y
、
却
に
於
て
は
、
之
を
同
第
二
世
紀
、
の
緑
町
刊
に
比
す
、
る
代
、
船

一
で
あ
る
c

ν五
マ
テ

l
プ

一
跡
的
人
物
の
威
川
端
一
様
勢
は
温
か
に
機
え
で
わ
っ
た
。

ア
-
プ
、
不
を
諮
っ
た
の
は
ア
ミ
ス
ト
グ
〆

ス
で
わ
っ
た
、
勿
論
ア
ア
ネ
は
必
ず
や
ア
ミ

λ

ト
ク

y'

ス
を
出
す
可
h
c
で
あ
っ
た
が
。

t

.
、

/

守ノノ

nf

ー一= 一一一一一ー」ーー 一 一←ー←盛
‘、

タ
の
η
ノ
ク
ノv

守

コ

ス
に
よ

b
て
、
諮
ら
れ
た
の
は
、
宛
か
も
わ
月

p
g
v
g
が

プ

〆

!

ノ

嬰

師

に

よ
A
Y

て

一
創
め
ら
れ
た

1ι
同
ド
レ
く
確
か
な
事
質
で

9
ク

Y

ゴ

ス

1
2式、
f
A

枠

法

家

の

存

在

を

否

定

す

る

は

プ

ソ

!

ド

リ

ヒ

大

主

の

存

在

を

否

定

す

る
f

乙
同
一
で
無
法
で
あ
る
。

抑

も

人

物

に

は

人

物

の

地
理
事
之
紀
年
胤
?
と
が
あ
る
。

ー

ι
一式

λ
の
は
数
授
川

Y

ナ
ヅ
ク
の
論
破
せ
る
が
如
く
、
中
古
の

h 、

‘ ， 

J

翁
蹴
数
の
併
侶
の
問
に
は
到
底
線
ぬ
敢
に
於
℃
輩
出
せ
し
め
た
る
彼
の
グ
シ
ス
タ
ン
胸
部
.
師
、
ト

ス
功
一
‘
師
等
の
名
借
知
識
-
K
匹

敵

し

特

可

3
人

物

を

生

ず

る

イ
ナ

ー
マ

ス
-
ア
キ
・

乙

と

が

出

来

な

膝
史
上
に
於
け
る
人
物
の
問
題
は
極
め
℃
専
肉
的
で
あ
る
が
故
に
、
結
源
的
瓶
論
に
よ

岡田園開国圃園圃園田町醗戸た'{_• 

F
L

占

vneι

。

ノ
'
J
J

ら
℃
之
を
解
決
す
る
は
困
難
で
あ
る
。

宅
も
人
格
の
見
る
可
き
も
の
な
き
斗
符
の
讃
も
、
能
〈

名
主
竹
白
仰
に
繋
る

〉
、
と
が
あ
る
h
p
I
C

思
ふ
f

乙
堂
々
た
る
人
物
が
務
肱
し
ず

u

志

を

遂

げ

特

ぬ

例

偽
閣
の
ギ
イ
ス
家
、
才

Y

レ
ア

γ
家
の
人
物
に
は
率
、
志
1
乙
逃
一
ふ
℃
怠
外
の

失
敗
を
招
が
去
る
も
の
な
く
、
才
貌
双
美

ι欺
は
れ
允
る
メ
リ
ノ

1
・
ス
チ
ユ
ア

1
ト
も
亦
母
方
の

が
多
い
の
で
あ
る
。

25 

ギ

イ

ス

家

の

務

停

を

襲

ふ

た

が

4
・
凡
な
そ
の
子
は

r

英
蘇
愛
一
一
一
閣
の
王
ー
し
て
崩
御
す
る
を
得

凶
日
出
回
広
島
ぬ
の
典
型
研
宛
法

ili 
:JL 



回
目
続
出
回
。
山
岳
民
の
由
民
事
研
究
設

一六
O

26 

た
で
は
な
い
か
。

隠
史
的
人
物
の
成
功
之
失
敗
之
は
、
柳
か
謎
の
や
う
な
も
の
で
み
る
が
、
之
を
以
℃
歴
史
家
の
無

能

を

総

合

す

退

路

と

し

℃

は

な

む

ぬ

。

博

準

な

正

式

の

懸

史

家

は

得

て

品

々

然

ιし
℃

府

を

揚
げ
て
、
史
上
に
於
け
る
人
物
の
重
要
な
る
乙
之
を
誇
張
し
以
℃
史
資
石
原
因
の
え
ノ
ち
に
就
お

く
.
之
よ
ι
9
も
却
℃
捕
捉
し
易
〈
分
訴
し
易
き
も
の
を
‘
指
摘
し
得
、
り
る
乙
と
を
、
鉄
鮎
と
心
得
、
り

郎
ち
七
年
戦
役
の
原
因
は
と
問
へ
ば
、
ァ
9
!
ド
ソ
ヒ
モ
大
王
で
わ
る
、
印
ち
完

る
の
お
"
で
あ
る
。

会
な
る
解
剖
的
研
究
を
試
み
待
ぬ
人
物
と
一
お
ふ
要
素
で
ゐ
る
と
断
ヒ
℃
、
無
能
の
路
史
家
乞
庇

γ
・f
v
b
tリ
ワ
シ
ゲ
~

議
し
、
有
潟
の
歴
史
家
を
却
て
非
難
せ
ん
と
す
る
c

一
哀
し
各
闘
を
没
滋
し
℃
a

貨

物

印

象

を

受

け

ず
ム

i
チ

L
iア
ヒ

ス

r
lリ
ア
ン

た
乙
と
の
な
い
、
書
礎
的
、
率
先
的
展
史
家
は
淡
々
た
る
忠
怨
の
泉
を
波
み
得
、
り
る
が
放
に
、
際
史

的
解
蒋
を
試
み
て
科
率
的
研
究
を
行
以
得
ぬ
の
で
ゐ
る
。
科
卒
で
も
、
謀
術
で
も
、
そ
の
腕
殺
す

ア
ペ
ル
ス

l

る
慮
ば
…
斬
新
に
し
て
正
常
な
制
概
要
を
提
供
し
得
し
ゃ
否
や
と
一
去
、
ふ
貼
で
わ
る
。
思
惣
、
が
快
乏

し

℃

る

l
L
一
一
一
一
口
は
る
〉
、
が
嫌
尽
に
、
膝
史
家
の
多
数
、
殊
一
代
伯
林
振
に
溺
す
る
人
々
は
、
史
一
貨
の
主
た

る
原
国
一
は
人
物
代
わ

b
r乙
主
張
す
る
、
乙
れ
は
人
物
の
問
題
は
結
局
、
段
除
殺
籾
の
拠
に
葬
ら
る

〉
の
で
、
反
樹
論
者
に

ιて
如

何

に
m

封

切

で

も

、

そ

の

解

株

比

大

設

な

い

之

と

を

知

つ

℃

る

か

ら

見

回

j
j
i
i
i
i
j
i
i
i
j
i
i
!日
i
j
j

で
取
る
。
か
く
℃
肢
が
に
常
該
人
物
に
封
じ
℃
倫
理
上
の
審
判
ど
試
み
、
滋
義
上
の
掛
川
諭
右
下

し
、
以
て
我
事
了
れ

A"
と
な
す
、
そ
の
審
判
の
結
果
は
勿
論
、
そ
の
博
準
な
る
膝
史
家
の
枇
命
日
上
の

境
遇
陀
依
℃
定
ま
る
の
で
あ
る
。
放
に
無
崎
氏
膝
史
上
の
名
士
・
に
攻
撃
を
向
へ
、
イ
ソ
ク
ラ
ア

λ

は

ダ

毛

ス

ア

ネ

ス

よ

ら
J

も
優
れ
℃
居
る
と
一
式
ぴ
、
オ
ガ
ス
タ
ス
は
ケ

1
ザ

1
よ

b
も

活

か

に

偉

大

で

旦

重

要

で

あ

る

E
C
許
し
、
プ

V
イ
セ
シ
の
品
川
底
で
気
隠
な
ア
リ
ノ
!
ド
ソ
ヒ
ク
4
M
Y

へ

Y

ム

を
崇
め
て
「
思

A
に
近
世
代
於
け
る
最
も
重
大
な
る
際
史
的
人
物
な
ら
ん
し
(
ヱ
グ
ア

u
y

ト
・
マ
イ
ヤ

岡田副田園国

ー
)
と
怠
・
っ
て
る
。

気

の

毒

な

が

ら

、

が

〉

る

隆

史

家

ば

そ

の

生

波

中

食

て

英

国

目

に

史

唱

の

原

一一一一一 A叫一一一.........-<~ <.~ _--←一.-~...・..ιE牛 4 ‘一'….T. ~ L.' .凶アr ・ 一 一 ・ 』 一 一 一 一 一 一一陣一-一『申一向-一-一- 巧一4ニぷι三υ.-._コ:汁?一.明-で.一w…
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屯も、、

" 

-
一
則
之
研
究
訟
J

こ
に
思
を
致
し
た
乙
と
が
な
い
の
で
あ
る
。

で
如
上
の
問
題
之
常
闘
し
、
之
に
関
聯
せ
る
無
数
の
参
考
書
を
泌
・
9
、
熟
総
統
味
、
沈
思
熟
考
し
た

後
一
見
に
之
宮
寅
際
の
事
例
代
通
用
せ
ん

!ι
し
た
人
は
、
ド
ロ
イ
ゼ
〆
や
、
一
フ
シ
グ
ロ
ア
や
、
ェ
グ
ア

U
F

ト
・
マ
イ
ャ
ー
が
、
阪
物
的
に
起
草
し
た
膝
史
研
究
法
に
附
着
当
る
〉
市
中
は
な
い
じ

初

も

誠

貨

に

不

mm
一
小
境
、
の
意
気
込

が
一
公
衆
は

這
般
の
人
士
が
撰
述
し
た
、
治
前
な
史
絡
を
見
て
、
か
〉
る
阪
市
民
家
乙
そ
は
期
的
中
の
原
理
に
付
℃

オ
ッ
ソ
9
チ
!
た
る
に
足
る
の
断
定
を
な
し
得
る
税
、
博
引
労
捜
し
た
乙
之
、

f

信
ず
る
の
で
あ
る
り

博
一
引
者
一
授
は
或
は
之
れ
わ
ら
ん
、
而
も
そ
の
研
究
は
粗
末
な
も
の
で
わ
る

c

情
的
の
歴
史
上
の
見

雪7

t:j 
B 

F 
o 
t:r. 

瓜
の
奥
劇
学
研
蜘
別
法
.

一ムハ
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院
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識

は

生

命

ゐ

る

質

地

の

知

識

に

よ

ー

リ

℃

養

成

法

る

〉
も
の
で
、
中
古
の
庵
室
ょ

b
出
で
た
る
が
千

代

制

作

者

之

同

ヒ

く

、

書

滑

に

按

居

し

て

る

も

の

に

は

、

兎

℃

も

望

み

難
h
t
j
も
の
で
あ
る
'
。

見
識
の
潟
務
な
殺
擦
に
は
、
人
物
の
勢
力
偉
大
な
る
乙
之
を
極
言
し
っ
し
〉
、
最
も
資
際
な
、
最
も
切

要

な

隠

史

的

人

物

の

存

在

を

数

ば

否

定

す

る

。

プ

ロ

イ

セ

ン

の

7

9

1
ド

y
ヒ。内ノィ
Y
へ

Y

ム

一
人
な

b
t乙
断
ず
る
ぞ
の
歴
史
家
が
、
総
滋
歴
史
家

f ζ 

の

一
世
が
、
近
世
史
の
最
も
重
要
な
る
人
物
の

の

大

多

数

t
乙
共
に
リ
ノ
ク

Y

ゴ

ス

の

存

在

な

否

定

し

て

る

の

で

あ

る

。

丁
由
民
ナ
ポ

1
レ

オ

ン

の

際

績

は

が

ず

プ

l

y
郷

の

功

業

だ

f
乙

断

じ

し

て

置

い

て

捗

ナ

ポ

!

レ

オ

ン

の

存

在

を

否

定

せ

ん

ー

す

る

や

う

な

も

の

で

あ

る

c

マ

イ

ヤ

1
一

裁

の

歴

史

家

の

議

論

は

純

然

た

る

言

語

率

的

の

ま器務室

も
の
で
あ
る
、
そ
の
識
別
せ
る
唯
一

の
質
物
、
郎
ち
言
語
を
金
科
五
一
保
之
せ
る
の
議
論
で
め
る
。

ふ
一
一
ロ
訟
は
勿
論
緊
要
な
史
料
で
あ
る
が
、
乙
れ
が
研
究
に
耽
っ
た
之
℃
隆
史
家
に
は
な
れ
ぬ
。

詰

串

的

膝

史

家

は

博

率

で

は

あ

る

が

そ

の

著

作

は

懸

史

に

は

な

ら

ぬ

。

一一一一日

そ

の

史

筆

は

以

℃

能

ツ

セ

ン

・

カ

ツ

セ

Y

か

メ

ク

ン
プ

Y

ヒ
か
、
そ
の
他
の
専
制
悩
の
隠
山
内
乞
、
凶
ム
ハ
版
の
小
知

る
乙
t
乙
は
出
来
る
が
、
乙
れ
は
膝
山
氏

i
二
百
う
殺
の
も
の
で
な
い
。

v 

1主:Ji議

、
子
の
う
ち
に
縛
へ

而
し
v( 

希

一.一 一一←品よ一一一 一..-一

し
叙
す
る
乙
t
乙
は
、
そ
の
到
底
企
及
し
待
な
る
大
事
業
で
あ
る
。

大

同

問

民

に

あ

り

℃

も

勿

論

偉

大

な

る

人

物

の

勢

力

を

認

ひ

る

乙

t
乙
が
出
来
る
。

分
採
的
腕
山
内
九
の
悶
難
な
媛
.
史
上
の
要
素
も
亦
他
の
説
明
し
得
可
九
一
d

原

因

に

よ

b
℃
充
分
州
中
川
川

が

併

し

乙

の

3
る
〉
の
で
)
例
へ
ば
-
プ
ミ
ス
ト
ク

Y

ス
か
、
エ
パ
ミ
ノ

ン
ダ

λ

か

を

併

称

す

る

の

は

不

可

能

で

ゐ
る
が
、
併
し
ア
ミ
ス
ト
ク

y
λ

の
事
業
が
ア
!
?
へ
の
、
名
士
の
事
業
に
先
づ
乙
之
凶
世
代
で
、
瓦

遥

か

に

不

朽

の

性

質

を

具

へ

た

そ

の

原

凶

に

歪

b
℃
は
、
明
瞭
に
分
訴
し
符
ね
で
も
な
い
。

京

そ

の

物

も

膝

史

的

に

説

明

し

難

い

も

の

マ

は

あ

る

も

の

の

、

母

方

か

ら

一

お

ふ

℃

ア

ミ

ス

ト

グ
天

Y

ス
、
が
純
将
の
ア
ア
ネ
人
で
な
い

t
乙一式

λ
事

L

貨

は

、

協

難

に

際

し

℃

外

人

が

却

℃

遺

憾

な

べ

乎

一
向
い
火
に
逃
ふ
℃
は
真
相
を
服
部
露

3
る
〉

で
あ
る
か
ら
人
絡
之
一
ズ
ム
怯
物
も
、
時
代
史
恨
の

乙
之
が
わ
る
。
‘
政
治
地
理
的
、
経
際
的
、
批
合
的
影
響

し
に
加

λ
る
に
更
に
家
系
的
研
究
?
乙
一
お
よ
探
照
燈
を
俗

b
来

b
て
、
人
物
の
問
問
題
を
昭
一
し
出
し
た

…側

hz
礎

部

し

得

る

原

知

代

令

λ
の
で
あ
る
。

な
3

り
ば
、
そ
の
不
可
解
の
総
図
も
大
に
減
ず
る
乙
'
と
で
あ
ら
う
c

交
の
上
に
於
け
る
大
人
物
の
事
業
に
於
℃
、
殊
に
か
く
一
試
ぴ
符
る
の
で
あ
る
。

戦
争
の
上
に
於
け
る
、
賂
た
、
外

29 

一
戦
争
之
外
交
1
乙

の

成

功

せ

る
1
乙

否

之

が

、

岡

氏

の

運

命

に

至

大

の

関

係

右

右

す

る

乙

と

は

争

は

国
立
】
凶
W
O
M
O
Y

玲
の
由
民
事
研
如
別
法
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〈〆

制
自
己

wwo円

O
M
H

品
仰
の
出
品
瓜
中
研
先
一
法

一
六
回

す

る

に

困

難

な

間

総

は

ぽ

接

戦

闘

に

際

し

℃

主

総

の

人

物

が

幾

許

の

影

響

を

市

し

℃

た

おョ

30' 

れ
ぬ
。

用
兵
上
の
成
功
は
、
地
理
上
の
欣
態
に
よ
・
9
〈

左

右

3
れ
は
す
る
も
の
の
、
主
絡
の
才
幹

之

好

運

1
」

は

最

後

の

勝

敗

に

興

っ

て

力

が

あ

る

の

で

あ

る

。

合
い
札
於
け
ヲ
Q

t

乙
同
と
く
・
山
中
山
般
の
場
合
に
於
て
も
、
最
後
の
勝
敗
を
才
幹
好
述
よ

b
は

越

か

に

説

併

し

を

し

な

ぺ

て

の

人

格

の

場

加
し
日
仰
↓
3
派

閥

に

求

h
u

る
乙
と
が
出
・
燕
る
。

一
認
の
聞
に
於
℃
、
検
問
闘
が
訟
に
能
く
仰
闘
に
常

b
符

設
A

り
し
迎
山
側
、
大
公
カ

1
Y
を

初
1
乙
し
℃
ボ

例

へ

ば

千

七

百

九

十

六

年

乃

一

生

千

入

百

十

三

年

-
E
'
o
y
 
ユ・

1
、-YV''
ム

ザ

1
、ア

y'
グ
ー
ン
チ

ー
、
メ
一
フ

ス
マ

ツ

ク

の

諸

名

指

が

訟

に

能

く

ナ

ボ

1
レ
オ

ν
の
億
一
際
乞
撃
込
し
特
旬
、
o
b
し
理
由
は
、
之
を
説
明
す
る

乙
と
が
出
来
る
。

山
内
割
こ
ま
司
晦
も

'
T
1
F
，
e
h
H
U

ト、，
U
司
・
尻
町
‘
，
凋
E

，H
H
U
F

.• 

名
山
加
が
誇
山
・

4

の

っ
た
が
、
府
才
も
亦
絶
え
な

λ
府
、
そ
れ
で
何
附
も
府
才
を
主
般
に
し
℃
、
名
摘
を

之
が
下
に
立
、
だ
し
め
た
。

的

ち

模

側

和

紛

戦

役

に

は

布

線

な

ト

ク

内

ノ

ン

は

無

能

な

p
i
ト
η
ノ

ジ
グ

V

の
力

l

y
の
制
令
を
奉
ぜ
し
め
ら
れ
、
七
年
戦
役
に
は
抜
群
な
ヌ
タ
ド
ン
は
却
℃
俊
一
系

" 

一
小
町
聞
な
ダ
タ

ン

の

陛

下

に

立

た

し

め

ら

れ

、

革

命

戦

役

皆

時

に

は

大

ぬ

カ

!

y

父

子

は

縦

し

℃

一
袋
路
に
苅
ゐ
ら
れ
ず
肱
劣
の
輩
が
司
令
官
の
震
任
に
山
市
四
つ

12. 

換

言

す

れ

ば

ザ

ツ

b

ニ
百
年

i

来

棋

倒

で

は

司

令

官

の

任

命

松

左

抱

り

て

る

の

で

あ

る

。

し

℃

見

れ

ば

襖

誌

の

勝

敗

を

説

明

季
語
調
書
一
味

?
の
ふ
駄
に
の
み
飾
品
お
す
る
。

サ
4
ド
テ

4
ト

殴
史
家
は
須
、
b

(
新

な

る

側

面

快

慌

の

泌

を

mb.若
〈

は

耕

な

る
し
相
依
相
従
関
係
を
指
摘
し
℃
、
戦
争
に
及
ぼ
せ
る
人
物
の
影
響
℃
ふ
難
問
b
z

一
一
般
紡
少
す
る

大

外

交

家

に

就

℃

も

同

様

で

、

殊

に

近

低

史

の

場

合

に

於

℃

然

b
で

事
を
努
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

わ
る
。

歴
史
家
の
う
ち
に
は
多
謀
、
が
外
交
家
の
手
腕
で
、
膝
史
上
の
大
事
業
を
成
し
溶

C
4
0
杯

と

は

無

理

な

注

文

だ

I
乙
一
万
ふ
も
の
が
あ
る
が
、
是
は
勿
論
併
設
で
わ
る
。

外

交

家

は

骨

℃

は

Mm

見
を
お
っ

た
の
で
、
第
十
七
世
紀
で
も
そ
の
大
部
分
を
池
山
っ
た
の
で
ゐ
る

υ

例
へ
ば
制
御
凶
の

ρ

ン
ク
四
一
世
が
桧
院
長
ジ
ア

ン

ナ

シ

を

使

節

之

し

て

和

闘

に

派

総

せ

な

ん

だ

な

ら

、

そ

の

結

果

は

非
慌
に
添
っ
た
で
あ
ら
う
。

そ
の
似
師
父
ジ
ォ

1
セ

フ
以
下
、
ボ
~、

:~ 

ン

只

に

至

る

ま

で

の

偽

幽

外
交
家
の
成
功
を
見
る
之
内
ノ
ジ

ユ

y
ユ

!

の

時

代

か

ら

千

七

百

入

十

九

年

迄

、

外

交

家

が

仰

闘

の
謡
命
に
大
影
響
を
興
へ
た
乙
と
は
一
万
ふ
迄
も
な
い
c

併

し

之

k
反

し

℃

大

使

や

外

交

官

の

野
・
刀
を
失
っ
た
院
代
に
就
℃
、
そ
の
意
義
を
誇
張
す
る
は
失
常
で
み
る

0

.司
h

d

h

d

'

'

J

，

、

;

4

1

例
へ

rA
釘
W
L
S
L
、
ル
H
4

日
U

L
u
w
a
u
m
斗
l

-
ノ

I
i
o耳

の

-

グ

ぷ

ヰ

チ

ア

の

大

使

は

機

敏

で

拠

能

で

あ

っ

た

も

の

〉

そ

の

報

令
4

ピ
令
科
玉
依
1re
」
し
℃
館

時

の

事

件

を

許

隙

す

る

は

如

何

か

之

似

は

れ

る

心

現
代
の
外
交
官
も
、
滋
信
機
関
の
後
述
し
た

ーーーー-哩聞置et:~
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結
一
来
、
殆

λ

r
本
凶
政
府
の
代
迎
機
関
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
又
往
日
の
如
ト
く
有
力
な
る
位

一
六
五

阿
H
P
口
同
owov

民
の
由
炉
事
研
出
内
法



併
し
人
物
の
場
合
に
於
け
る
が
如
く
、
理
組
の
場
合
に
も
亦
常
に
路
史
の
根
本
要
件
た
る
、
時
間

li
出
品
目
、
問
ー
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
例
へ
ば
第
十
九
世
紀
の
前
字
に
於
℃
は
ア
マ
デ

1
、
チ
エ
リ
ノ

ー
一
振
の
歴
史
家
は
、
西
紀
八
百
四
十
三
年
の
グ
且

Y

ダ
ン
依
約
の
岱
時
併
に
濁
仰
雨
同
氏
は
、

各
各
そ
の
凶
民
的
理
砲
を
自
脱
却
し
℃
庇
つ
允
と
説
い
た
が
、
乙
れ
は
全
然
謬
見
で
、
滋
時
の
人
民

に
か
〉
る
理
畑
山
部
1
乙
は
思
も
よ
ら
ぬ
乙
と
で
ゐ
っ
た
。
併
し
之
と
同

b
く
千
八
百
七
十
年
の

戦
役
に
於
け
る
、
濁
滋
の
岡
氏
的
理
想
の
勢
力
1

乙
影
響
と
を
否
定
す
る
の
も
不
都
合
で
ゐ
る
。
い

以
上
の
一
主
要
素
が
相
依
相
従
関
係
に
よ

b
て
歴
史
を
構
成
す
る
主
要
の
も
の
で
あ
る
。

成
は

国
自
己
同
氏
。
V

兵

の

出

品

摂

研

先

決

-
一
ム
ハ
ム
ハ

熔
箪
の
場
合
に
於
け
る
が
如
く
、
.
外
交
官
の
場
合
で
も
、

32 

地
一
を
盛
山
%
上
代
占
む
る
鍔
に
い
か
ね
。

膝
一
史
家
た
ら
ん
も
の
は
事
資
比
就
℃
斬
新
な
相
依
相
従
関
係
を
後
見
し
、
以
℃
絞
隊
模
綾
な
人

物
一
の
問
題
を
間
切
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

最
後
に
一
或
る
時
代
に
於
℃
、
或
る
氏
絞
に
於
℃
は
、
膝
史
を
構
成
す
る
勢
力
の
う
ち
に
そ
の
岡
氏

@

@

.

・

内

・

•• 

が
減
資
比
俗
信
じ
、
熱
心
に
希
望
せ
る
幾
多
の
理
想
を
数
へ
ね
、
ば
な
ら
ぬ

U

現
代
の
絞
低
家
の

，t
ム
ポ
ン
デ
ヲ
ピ
リ
ア

y
i
ク
も
、
之
を
不
可
量
物
I
F
」
名
け
℃
、
令
の
勢
力
を
認
め
た
。

う
ち
で
一
最
も
冷
静
洗
務
な
ピ
ス

純
然
た
る
知
識
L
L

の
勢
カ
、
印
ら
思
想
、
知
識
、
科
卒
等
を
何
故
忽
諸
に
附
し
て
数
へ
挙
げ
ぬ
か
t
r・
」

ぷ

i
i
i
i
i
i
l
i
-
-
j
j」

j
呂

F
i
l
i

一
お
よ

i

人
一
が
あ
る
が
も
知
れ
叫
ん

C

一
知
識
は
資
に
人
類
売
祭
の
母
で
、
進
一
歩
は
・
知
識
に
淵
源
す
る

lι

一
お
よ
人
一
が
ゐ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
我
議
『
乙
℃
も
欣
℃
知
識
の
進
歩
著
大
な
る
乙
と
を
否
定
せ
ん

と
す
る
の
で
は
な
い
。
権
歴
史
は
知
識
の
進
歩
か
ら
構
成

3
れ
ぬ
，
P

二
五
は
F
A
-
-
乙
す
る
。

資

歴
史
は
情
緒
之
意
志
I

乙
の
成
果
で
あ
っ
℃
、
洩
性
は
常
識
に
せ
よ
話
事
識
に
せ
よ
之
に
典
h
ノ
得
泊
。

際
巾
%
は
椅
℃
論
理
的
で
な
い
。

の
縫
化
な
く
極
め
て
保
守
的
の
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
個
人
と
民
衆
一
と
の
正
確
な
心
理
事
b
L

巌

史
の
事
件
に
堵
用
す
る
な
ら
ば
‘
科
事
上
哲
率
上
に
於
け
る
人
瓶
事
業
の
一
研
究
は
、
之
を
主
た
る

殿
山
%
の
総
筒
外
に
貸
〈
乙
と
が
出
来
る
。
文
事
や
美
術
、
取

h
分
け
℃
も
宗
殺
は
理
性
よ

b
は

〆〆
'

u

低
γ
吋

fO
戚
山
慌
の
成
果
で
あ
る
か
ら
、
深
〈
膝
史
家
の
注
意
を
要
す
る
の
で
わ
る
。
廠
出
品
の
上
で
は

バ
ス
カ

Y

の

H
L
0
3
5
3
3山
口
氏
符
円
。
∞
は
ピ
ュ
イ
・
ド
・
ド
!
ム
で
行
っ
た
晴
雨
計
の
寅
験
よ

b
も
大
切
で

廃
出
品
乞
演
出
す
る
戚
情
は
、
有
史
時
代
代
入

b
て
よ
A
9
8

ま
で
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わ
る
。
パ
知
識
は
膝
由
民
の
上
で
は
第
二
流
の
従
た
る
現
象
で
、
膝
史
上
の
事
件
の
大
勢
を
左
右
す

る
よ

haυ
寧
ろ
之
に
よ
λ
y

℃
左
中
ね
京
る
〉
の
で
わ
る
。
山
市
数
改
革
は
が
し
ッ
タ
ー
が
主
唱
し
た
の

で
師
事
聴
蕊
な
品
フ
ス
ム
ス
の
事
業
で
は
，
な
い
。

ー
真
に
膝
史
乞
構
成
せ
る
五
原
闘
に
就
て
、
そ
の
性
質
を
稽
査
す
る
に
政
治
地
理
的
、
経
蹄
的
、
批
命
日

回

目

口

慰

問

岳

民

の

史

郎

事

同

明

先

法

ム

ニ

ハ

七

' 



一、

山
内
的
、
理
惣
一
的
の
問
要
素
は
比
較
上
に
規
則
正
し
む
総
的

nT
あ
る
が
、
第
五
の
人
物
は
不
規
則
に
滋

国
ヨ
ロ
同
o
U
M
H

玲

の

良

感
1

研
如
別
法

一
六
八

、.N

レ口劫一い。

思

般

の

強

宙

芯

デ

jJ 

)V 

ト
は
、
幾
何
卒
で
横
線
縦
線
の
難
問
を
解
制
作
す
る
に
方

b
、古

人
の
墨
守
し
た
直
後
正
砺
攻
撃
の
方
法
乞
楽
て
、
間
接
方
法
b
込
用
ゐ
て
成
功
し
、
諸
般
の
科
皐
者

J
A
U

之
に
倣
ム
て
何
れ
も
好
結
巣
を
得
た
が
、
歴
史
家
も
亦
歴
史
上
の
横
純
一
縦
、
総
-
印
ち
腿
史
を
椛

成
す
る
五
原
闘
の
研
究
に
‘
際
し
℃
、
防

の

手

段

に

由

る

可
b•• 
c

で
み
る
。

ク
プ
ラ

1
、
デ
カ

Y
ト

刀、 iや

で煩
何 は

fl し

い
庶
・
桜
机
擦
の
方
法
に
代
ゆ
る

の

科

皐

も

乙

の

研

究

桧

の
議
・
歩
を
経
た
が
、
史
一
挙
も
亦
ク
プ
フ
}
出
で
た
る
後
の
星

に
、
誌
速
に
出
来
る
間
接
抗
歩
の
方
法
乞
以
℃
し
た

mm宇

1
乙
同
一

の
経
度
代
議
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。

不
仰
な
史
料
の
稽
有
一
以
上
に

一
歩
を
進
め
℃
、
間
接

円、，台~?~';，ヲ?宅努顎蒋義容窓露寝気愛護費繁野努容認繋穿韓請莞智努吉田2

方
法
を
一
陣
用
せ
ね
ば
な
ら
ね
。

歴

史

研

究

上

の

間

桜

方

法
t
乙
は
、
銃
定
の
事
賞
に
悲
き
℃
心
理

上
の
結
論
を
下
し
、
以
℃
直
接
諮
明
し
難

3
事
賞
を
間
接
に
立
鐙
す
る
の
で
ゐ
る
。

併
し
と

の

結
論
を
下
す
に
は
‘
深
め
あ
ら
ゆ
る
厩
史
上
の
縦
線
筋
線
を
研
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

俄

b
k
政

治
地
理
上
の
要
素
を
願
み
ず
、
若
く
ば
人
物
の
勢
カ
を
無
視
し
た
な
ら
ば
い
、
事
件
の
曲
線
と
乙
の

は

-
c
h民

L
R

庁、ョ
k
f
n
h川
町

鋭

m
g
根
市
を
有

へ

ず

じ

て

推

歩

じ

た

曲

総
I
乙
は
吻
合
せ
ぬ
之
に
な
る
。

で

乙

の

膝

史

上

の
婆

1
4
 

桜
之

ν一
一
総
見
じ
、
練
習
を
重
ね
)
熟
練
を
蹟
み
豆
技
側
b
z
n
A
A

へ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
-
限
史
上

の
要
素
の

‘
 

n
 a

 ，
 

何
れ
を
も
等
閑
腕
す
る
の
不
可
な
る
は
一
お
ふ
を
倹
た
ず
し
℃
明
白
で
わ
る

J

膝
出
品
を
構
成
せ
る
要
素
に
就

J
e
b

の
以
上
の
研
究
に
於
℃
、
一

般

に

之

が

重

要

な

る

要

素

と

認

め

乙

之

で

あ

ら

う

。

英

う

ち

で

も

人

秘

は

第

ら

る

〉

も

の

乞

鴻

し

た
1

乙
の
非
難
は
、
定
め
℃
起
る

へ
u
b
る
可
ち
も
の
で
英
、
米
、
仰
、
削
側
諸
岡
の
士
女
は
通
例
白
閣
の
続
大
な
る
は
、
人
抑
制
天
賦

の

偉

大

な

る

が

潟

な

b
t
確
信
し
て
る
の
.
で
あ
る
。
英
米
で
は
ア

ν
グ
?
サ
ク

y

v
民
政
の

一
段
勝
を

mw
え
、
伽
凶
で
は
投
了
民
放
の
優
勝
往
信
ヒ
、
獅
逸
で
は
チ
内
ノ
ト
ン
制
御
逸
民
放
の
優
勝
を

一tk
蚊

自
負
し
〈
る
の
で
あ
る
。

併
し
伯
霞
ゴ

ヒ

ノ

ー

が

最

も

有

力

に

主

張

し

た

欧

洲

人

総

優

勝

論

は
疾
に
バ
ッ
ク

y
k
初
よ
」
し
℃
、
あ
ま
た
の
歴
史
家
守
人
利
率
者
に
よ

ム
ツ
て
競
駁
せ
ら
れ
た

の
で
あ

る

例

へ

ば

一

詩

人

の

人

民

が

一
闘
を
な
し

て
同
一
地
方
に
往
し
、
一
一
一
世
代
若
く
ば
六
悦
代
の

一
問
、
そ
の
域
池
に
質
際
の
強
化
が
な
く
ば
、
白
か
ら
身
機
上
に
、
紛
糾
上
に
、
共
滋
の
特
色
特
徴
わ
也
生

ぶ
9
ザ心

と
ー
と
な
る
、
併
し
乙
の
特
色
特
徴
は
永
久
不
践
の
も
の
で
も
な
く
、
不
可
鮮
な
人
輔
の
性

援
に
基
く
も
の
で
も
な
い
、
上
越
し
た
歴
史
上
の
五
大
原
闘
に
、
師
清
す
る
も
の
で
あ
る
of

慨
怖

お
な
お
)
り
-
B易
い
焚
蹴
人
も
、
米
闘
に
於
て
は
勤
勉
な
築
設
な
人
物
と
な

b
、
場
鈍
で
明
鍛
な
英
人
合
、

ぬ
の
出
品
母
研
究
法

;凶

. ~~ 
tj 

~ 

-

A

、，u

」

J
f
J
ノ



一
七
O

そ
の
物
が
人
民
の
性
質
に
強
(
影
饗
す
る
乙
之
、
が
少
く
な

!
ス
チ
ジ
グ
ス
の
役
ー
マ

四
国
の
境
活
よ

b
も
燦
史

い
、
英
人
の
人
相
を
日
賭
す
る
と
、
へ

グ
ナ
カ
!
夕
、
無
敵
艦
隊
、
英
鵡
銀
行
、
ト
ラ
プ
γ

〆
ガ
!
の
戦
等
の
燈
史
上

の
事
賓
が
あ

ibi--e
と
読
ま
れ
る
。

這
般
の
史
資
は
人
秘
、
風
雨
、
家
若
等
よ

b
も
諮
が
に
大
き

要
す
る
に
英
人
の
性
格
は
、
乙
の
闘
士
が
有
形
上
代
白
川

な
影
響
を
英
人
代
奥
へ
た
の
で
ゐ
る
。

閥
的
で
み
る
が
如
〈
、
総
帥
上
に
於
℃
も
'
局
図
的
で

乙
れ
は
二
千
年
来
前
後
幾
多
の
外
隣
人
が

渡
来
し
℃
、
大
陸
的
宇
島
的
性
絡
を
縦
持
し
ゃ
う
と
試
み
た
そ
の
一
腰
史
上
の
事
賓
の
成

mm
で
ゐ

人
結
論
の
う
ち
で
最
も
普
通
で
最
も
開
港
℃
ー
る
の
は
ユ

る。

ー
デ
民
族
は
持
古
鎚
せ
ず
と
の

論
で
、
是
は

Y
』
事
賓
と
涼
一
山
つ
℃
る
も
の
は
な
'
い
。

り
ユ

i
Jプ
、
西
班
牙
の
、
ユ

l
Jア
、
露
憾
の

目
下
獄
測
に
は
少
く
も
波
蘭
の
ユ
!
デ
、
嶋
岡

ユ
!
デ
、
レ
グ
ア
ジ
ト
の
ユ
}
デ
の
五
秘
が
わ
っ
℃
、
五
秘
各

に 々

はノ奨
ユ℃

る
が
上
、
鼻
も
槻
も
別
に
不
畿
の
形
を
傍
へ
て
る
謬
で
は
な
い
。

そ
れ
に
中
古
の
時
代

._♂ 
悶 4三‘}バ‘ J包2坐R 船、

1
J
7
民
族
は
あ
ま
た
の
呉
氏
族
を
政
ー
牧
し
た

ツ
帝
国
を
も
苛
め
た
チ
ヤ
ザ
!
y
民
族
の
如

3
は
、
第
八
世
紀
代
論
太
一
激
ど
恭
と
て
よ
ム
リ

習
慣
上
に
も
亦
ユ
!
デ
I
ζ

化
し
℃
了
っ
た
。
。
立
叉
斗
!
ダ
の
特
色
の
同
プ
な
る

ζ

と
時
代
J

認

の
で
.
彼
の
東
南
露
商
亜
に
鰯
路
し
℃
ピ

Jγν 

:ぃ， ι、，~
2 

一
め
ら
る
、
〉

F

乙
と
あ
i
p
t
ζ

℃
ー
必
ず
し
も
人
格
論
の
迎
尚
ー
し
は
な
ら
肉
、
，

E
云
ふ
の
は
彼
の
耶
蘇

曾
一
従
は
各
郡
の
民
放
か
ら
組
織
w
d

れ
て
る
闘
機
で
あ
る
が
三
百
年
前
に
イ
グ
ナ

V

ヤ

λ

隷

師

一
一
穏
の
共
通
的
特
色
を

り
定
め
た
思
想
を
墨
守
し
滋
育
制
度
を
保
存
し
℃
る
が
錦
、
今
日
で
も

ル
一
一
八
一
は
ね
ヒ

ユ
1
ム
も
曾
て

こ
の
例
を
見
て
人
都
の
性
質
の
訪
問
古
不
易
な
E
P
I
ι

の
議
論
を
駁
撃

系
訟
の
研
究
を
し
た
人
は
西
欧
の
名
家
醤
族
何
れ

.‘  ， ~ 

す
る
に
足
る
と
喝
破
し
た
乙
之
、
が
あ
る
。

も
さ
ま
》
ρ豆、

の
先
測
を
有
し
、
我
輩
等
の
先
細
に
は
閥
王
も
あ
れ
ば
乞
食
も
あ
る
と
云

λ
允
系

間
関
卒
者
の
諺
の
銀
穏
な
ら
ぬ
乙
と
な
認
め
去
る
-
一
を
符
ぬ
。

之
に
反
し
℃
列
閣
の
高
食
如
何
2
乙

一
見
る
i
L
、
各
一
同
氏
の
血
統
を
偲
べ

公
る
も
の
は
幾
ん

E
締
な

btι
一
辺
、
ふ
可

y
¥制
御
滋
官
室
の
如
く
、

. 叩 ‘ 司専与
P凡、
_"、
“ 

一
一
先
述
の
う
ち
に
微
賎
の
人
物
を
数
へ
る
の
も
あ
る
の
で
わ
る
。

歴
史
家
は
枇
命
日
上
、
歴
史
上
の
現
象
は
物
質
上
、
紛
糾
上
、
諸
要
索
の
相
依
相
従
関
係
の
給
削
減
で
み

る
之
信
ず
る
の
に
、
欧
米
の
所
簡
入
獄
事
者
、
人
純
一
事
者
、
人
種
誌
家
は
頭
形
、
領
主
角
、
援
色
等
の
腕
'



ソ

マ

ト

ロ

汐

l

m
w
-
h
一
月
一
般
上
の
特
色
を
研
究
し
℃
、
系
統
の
立
っ
た
、
入
餓
外
形
事
を
構
成
せ
ん
と
し
、
身
長
、
提
色
ー
雨
限
ィ

色
様
、
践
形
一
等
比
闘
し
て
深
山
の
腕
察

k
b試
み
た
が
、
そ
れ
ら
の
外
形
‘
よ

bJ
・
も
‘
滋
が
に
民
放
の
特
t

国
立
山
一
恕
Urdu

瓜の
J

奥
山
強
引
¥
研
宛
法

句、

七

散
ド
乙
認
h
u

可
き
生
海
上
リ
の

曲
一
一
令
官
を
斑
別
す
る
の
聡
官
を
備
へ
た
人
は
、
偽
闘
人
の
偽
語
IF--¥
キ

話
之
、
米
人
の
英
語

ιの
聞
に
、
抑
場
機
調
白
か
ら
呉
る
乙
と
を
戚
、
ず
る
で
わ
ら
う
。

織
の
表
情
を
除
い
℃
は
、
最
も
よ
く
人
民
の
特
色
乞
示
す
も
の
で
、
近
来
後
…
明
の
お
滋
機
は
之
が

一
要
駄
に
気
付
わ
な
ん
だ
。

一
婆
貼
と
は
一
昔
識
の
調
子
で
あ
る
可

一
品
目
識
は
雨

ア

ナ

ダ

人

の

仰
t

語
、
英
人
の
英

研
究
ル
弘
容
易
な
ら
し
?
h
u

る
で
あ
ら
う
。

乙

れ

を

以

℃

見
J

し

も

人

類

卒

者

の

使

用

せ

る

材

料

の

不
充
分
な
る
之
が
い
明
白
で
あ
る
が
、
史
郎
干
に
し
℃

一
層
の
進
歩
を
途
げ
な
一
紙
、
人
間
側
代
詩
古
不
削
減

の

特

色

ゐ

b
と
の
怨
想
は
外
れ
、
特
徴
の
認
h
u

可

3
も
の
わ
人
リ
と
雌
も
、
そ
は
境
川
崎
の
畿
、
ず
、
る
I
C

札
廷
に
総
段
、
ず
る
も
の
で
わ
る
I
C

殺

明

ロ

る

に

至

る

る

で

ゐ

ら

う

。

米

凶

で

生

れ

た

獅

逸

人

の

子

女
は
、
外
形
上
代
も
、
精
神
上
に
も
、
獅
逸
人
の
特
色
を
存
し
な
い
、
米
闘
の
溺
逸
人
代
し
て
巣
し
℃

一
税
制
一
築
家
主
じ
℃
傑
出
せ
る
も
の
ゐ
り
や
、
大
諸
島
・
者
の
雄
債
を
博
せ
し
も
の
わ
り
や
む
一
憾
人

結
論
の
謬
一
一
回
泌
を
抱
.
ぐ

j

ば
、
人
種
が
一
滋
過
が
何
れ
か
の
う
ち
で
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
倍
、
す

る
が
ら
で
あ
る
。

F

人
一
蹴
論
を
否
定
せ
・
ば
辿
-
境
地
論
で
悉
く
説
明
を
下
じ
符
可
し
と
公

λ
の
で
い

， 

，<‘ぶ

可
は
な
い
、
人
民
の
有
形
上
、
滋
線
上
、
知
識
上
一
の
特
色
は
筑
候
、
山
脈
、
食
物
飲
料
等
の
泌
響
以
上
に
越

一
絶
一
ん
せ
る
講
一
…
要
素
の
成
果
で
わ
っ
℃
-
之
を
説
明
せ
ん

ι一
ぜ
ば
彼
の
盛
一
史
の
五
原
闘
の
籾
依
相
従

関
係
、
そ
の
陰
に
防
に
相
殺
す
る

の
世
帯
情
ど
粋
ね

〉
ば
な
ら
ぬ
。

例

へ

ば

偽

人

は

そ

の

凶

土

食

eも J

一
吻
の
成
化
乞
家
っ
た
に
は
相
惑
な
い
が
、
併
し
そ
の
緑
ぬ
の
法
制
な
襲
用
せ
し
乏
や
、
私
生
活
の

一
麗
一
位
を
き
凶
代
於
-
け
る
が
如
〈
倒
人
代
設
わ
ず
し
℃
家
族
代
泣
け
る
乙
と
や
、
婦
人
の
勢
力
馨

る

し

(

し

℃

子

女

を

し
J

し
相
側
面
の
筋
肉
を
盛
ん
に
動
が
し
両
相
危
旋
ぜ
し
h
u

る

に

去

る

乙

l
L

司1
、

• 
l
-九hh町吋

ゃ
、
ぞ
の
非
常
に
節
倹
で
ゐ
る

乙

と

等

の

影

響

が

迩

か

に

強

い

の

で

ゐ

る

。

一
機
筋
倹
な
民
は

一
心
理
上
積
代
に
も
快
活
な
も
の
で
)
微
笑
し
供
笑
す
る

乙
と
が
多
い
か
ら
、
陥
℃
・
顔
面
下
部
の
形
J

当

相
を
援
へ
、
雨
恨
の
運
動
力
と
大

3
と
を
も
綾
へ
る
の
で
わ
る
。

以

上

の

相

依

相

従

関

係

ど

研

究

す

れ

ば

人

秘

論

に

依

ら

し

℃

偽

人

の

特

色

を

明

瞭

に

了

解

す

る
J

乙
と
が
ん
出
来
る
が
人
極
論
は
こ
の
税
先
を
不
必
要
と
な
す
も
の
で
、
歴
史
家
の
研
先
友
始
め

ιと
す

る

潟

は

凶

ち

人

総

論

者

、

が

之

を

終

れ

る

鹿

で

あ

ふ

。

健

会

な

心

理

事

に

よ

b
℃
鴎
必

の

奥

要

素

の

柏

依

相

従

関

係

を

辿

ら

ん

と

は

せ

夫

人

秘

論

議

は

鼠

ー

に

名

稀

を

感

げ

℃

之

で

術

寅
に
人
栂
論
は
主
之
し
ず
二
三
向
上
の
所
裁
物
で
あ
る
。
言
…
ι
仰
は
何
れ
も

39. 

日
~
・
ず
‘
る
の
γ

で
わ
る
。

回
目
ロ
向
。
日
or--品
一
一
の
忠
一
療
研
宛
、
法

、

七一一一



凶
日
ロ
切
O
M
o
r
院
内
ハ
一
一
の

s

由
民
霊
感
切
れ
兜
，
法

川
竺
太
古
ー
に
諸
般
を
有
し
て
る
が
パ
一
一
日
結
率
的
研
究
を
侃
M
h
u

歴
史
家
は
、
臨
民
も
傍
太
古
よ
よ
り
の
根
源

一
J

と
も
一
五
ふ
可
き
人
極
的
特
色
を
有
す
る
も
の
と
信
、
ず
る
の
で
あ
る
。
加
之
、
人
種
論
は
自
か
し
ら

優

勝

民

放

な

b
t
自

惚

る

〉

人
t

氏
の
好
む
所
-
で
-
而
も
と
の
穣
の
人
民
は
誠

b
w
u
う
に
見
え
ぬ

0

・

併

し

民

放

ι人
秘
之
、
が
何
等
の
関
係
な

3
も
の
た
る
乙
と
は
、
人
・
極
論
者
も
亦
自
認
す
る
所
で

あ
る
。
兎
に
角
人
都
の
思
想
は
事
震
に
於
て
何
等
の
技
擦
を
も
有
せ
ね
か
、
b
、
交
任
を
重
ん
ず

る
際
史
家
は
淡
に
一
之
を
眠
薬
じ
去
っ
た
の
で
あ

5
0

一 マ 喬 守

‘' 
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一
七
四

援
史
上
の
事
件
の
奨
凶
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
〉
う
ち
で
、
入
額
に
次
い
で
最
も
底
〈
倍
ぜ

k

ら
る
〉
は
、
宗
教
で
あ
る
。

グ

蝿

I 

併

し

政

治

批

曾

の

紋

態

が

夙

に

幼

稚

の

域

を

脱

し

た

人

民

の

問

に

必
の
っ
て
は
、
宗
教
は
陸
史
上
の
事
件
の
校
本
の
涼
問
主
認
h
u

る

鍔

に

い

か

ね

。

宗

数

は

政

治

上

一
駄
舎
上
部
一
附
勢
力
の
仮
託
で
わ
る
、
装
飾
で
わ
る
、
成
果
で
わ
る
。
次
に
君
主
制
、
共
和
制
、
寡
閥
制
等

の

政

治

組

織

の

形

式

を

認

め

ぜ

)

歴

史

一

の

主

因

之

な

す

と

と

も

亦

不

都

合

'

で

ゐ

る

。

先

づ

第

一

瞬

比
一
形
式
そ
の
物
は
誤
解
の
積
手
で
あ
る
、
肺
権
側
も
そ
の
貨
は
極
端
な
民
主
制
で
あ
っ
た

b
、

第

一

頭
制
も
が
/
品

i

y
を

撤

す

れ

ば

数

ば

帝

王

制

で

あ

る

)

形

式

は

批

割

、

術

に

於

け

る

が

如

〈

政

治

'

市

P

W

札
司
於
だ
も
亦
そ
の
賞
を
暴
露
す
る

ι共
に
陰
蔽
す
る
の
で
一
例
へ
ば
緑
町
内
潜
〈
は
英
闘
の
慾
桧
{

Y

J

V

豊
岡
醤
誌
笠
宮
皆
野
骨
骨
設
設
営
設
設
罫
皆
目
首
官
官
官
爵
語
塾
塾
議

pi

e

を
腕
究
す
る
も
の
が
表
面
に
細
部
は
れ
た
制
度
代
の
み
拘
泥
し
て
、
裏
面
の
運
用
上
繍
慮
せ
な
ん

だ
な
ら
、
小
供
ら
し
い
一
説
謬
に
陥
る
で
あ
ら
う
ο
ー
旦
叉
政
憐
英
治
・
の
は
一
閥
氏
の
政
治
的
、
枇
命
H

j

的

獄

態

の

後

端

で

は

な

(

℃

そ

の

締

結
b
L

表
示
し
た
も
の
ー
で
ゐ
る
。
郎
ち
米
国
の
共
和
主
義

は
千
七
百
七
十
六
年
七
月
四
日
附
の
文
書
で
定
め
ら
れ
た
の
で
な
く
、
夙
に
永
岡
人
民
の
枇
曾

上
の
関
税
同
権
に
基
し
げ
し
る
の
で
あ
る
1

欧
洲
で
は
仰
闘
が
和
や
之
に
近
く
、
英
闘
が
政
治
上

に
於
℃
岡
擦
と
一
訴
以
符
可
お
の
み
で
、
そ
の
他
の
諮
闘
は
王
室
を
奉
戴
せ
ず
ん
ば
各
秘
の
階
級

よ

b
成
れ
る
人
民
の
隊
法
相
貼
を
失
ふ
乙
と
に
な
る
の
て
ゐ
る
む
欧
洲
の
住
民
を
し
℃
思
想
、
に
ベ

行
潟
に
、
賢
一
際
割
)
の
版
協
に
陥
ら
し
り
れ
ば
王
室
は
自
然
に
消
滅
す
る
で
わ
ら
う
。

く

の

如

く

欧

洲

を

米

化

す

る

乙

と

が

呆

じ

℃

好

ま

し

3
や
否
や
は
疑
問
で
あ
る
。

F

〆

-

j

i

-

-

2

一

色

• 
省

、
一

ι
↑

d

t

 

-

'

一

n-

e

-
ae 、

』

ら

vs

ノ

〉

泊

ν
'
l』
、
刀

山
県
時
〉

:A

F
g
f
u
G
 

民

が

掻

く

同

一

様

に

賃

銀

労

働

者
1
乙
資
本
家
と
の
こ
階
級
に
分
れ
て
了
っ
た
践
で
な
け
れ
ば
、

故

経

巴

は

敢

て

米

闘

の

溜

怨

ιす
る
所
に
近
か
う
と
努
め
ね
で
ゐ
ら
う
。
否
却
で
ジ
ュ

1
セ
ッ

ペ
・
プ

f
プ
ク
が
践
く
膝
史
に
就
℃
一
許
し
た
や
う
に
、
益
々
そ
の
各
局
地
の
専
業
に
向
て
怒
h
u

と
之

を
あ
ら
う
。
タ

Y

ド

氏

は

膝

史

上

の

現

象

ば

多

く

模

倣

カ

に

基

〈
1

乙
一
お
ふ
た
が
、
制
度
や
事
件

4

引
の
一
多
(
は
籾
比
隣
せ
る
民
般
の
自
覚
的
比
較
カ
に
碁
(
も
の
で
、
互
に
五
反
謝
の
法
、
件
、
習
慣
一
政

同
信
口
出
O
M
O
V

品
川
の
バ
史
観
γ
研

究

法

'

S

』

し

.

、

一

i

七
五



、
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論 五
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l担孤カで攻の


